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会  議： ISSB会議（2023年 10月） 

日  時： 2023年 11月 7日（火曜日） 

報 告 者： サステナビリティ基準委員会 専門研究員 今井優里、江口智美、吉村航平 



会議傍聴報告書（2023年 10月） 

 

2 

 

 

ISSB会議（2023年 10月）傍聴報告 

日時：2023年 10月 24日（火）～25日（水） 

スケジュール：別紙参照 

 

2023 年 10 月 24 日及び 25 日に、国際サステナビリティ基準審議会（以下、「ISSB」

という。）のボード会議が開催された。10月の ISSBボード会議では、次の項目が議論さ

れた。 

 グローバル・サステナビリティ基準審議会1（Global Sustainability Standards 

Board）（以下、「GSSB」という。）の作業プログラムのアップデート（2023年～2025

年） 

 IFRS S1号「サステナビリティ関連財務情報の開示に関する全般的要求事項」（以

下、「IFRS S1 号」という。）及び IFRS S2号「気候関連開示」（以下、「IFRS S2

号」という。）の導入（implementation）支援 

 SASBスタンダード2の国際的な適用可能性 

  

                                                      
1 グローバル・レポーティング・イニシアティブ（GRI）のボードであり、GRIスタンダードに関

する基準設定を行っている。 
2 SASB スタンダードは、サステナビリティ会計基準審議会（SASB）が 2018年に公表した、11セ

クター・77産業にわたる産業別のサステナビリティ開示基準である。SASBは、2021年 6月に国

際統合報告評議会（IIRC）と合併して価値報告財団（VRF）となり、その後、VRFは 2022年 8 月

に IFRS財団に統合された。現在、SASBスタンダードは、IFRS 財団の著作物となっている。 
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【10 月 24日（火）】 

GSSBの作業プログラムのアップデート 

（背景） 

GSSBは、グローバルな基準設定主体だけでなく、地域の基準設定主体とも協力する

ことを約束している。その 1つとして、GRIと IFRS財団は 2022年 3月に覚書（MoU）

に署名し、それぞれのボードである GSSBと ISSBは作業プログラム及び基準設定活動

を調整することを模索することとしている。 

（今回の会議における主な論点） 

GSSBの議長及びチーフ・スタンダード・オフィサーから、GRIスタンダードの構成

及び 2023年から 2025年の作業プログラムについて説明が行われ、その内容について

意見交換を行った。 

（主な暫定決定事項） 

ISSBは何も決定を求められなかった。 

 

【10 月 25日（水）】 

IFRS S1号及び IFRS S2 号の導入（implementation）支援 

（背景） 

ISSB は、2023 年 5 月に、情報要請「アジェンダの優先度に関する協議」（以下、

「RfI」という。）を公表し、コメント期間は 2023年 9月 1日に終了した。RfIにおい

て、ISSBの活動は、「基盤となる作業（foundational work）」と「新たなリサーチ及

び基準設定の作業」の 2つの主要な作業に整理することができ、前者の「基盤となる

作業（foundational work）」には、IFRS S1号及び IFRS S2号の導入（implementation）

支援が含まれると説明されている。 

（今回の会議における主な論点） 

ISSBは、IFRS S1 号及び IFRS S2号の導入（implementation）及び一貫性がある適

用（application）を支援するための作業のうち、教育的資料の開発に焦点を当て、

教育的資料の役割及び優先して教育的資料を開発する事項について議論を行った。 

（主な暫定決定事項） 

ISSBは何も決定を求められなかった。 

（今後の予定） 

ISSBは教育的資料を 2023年末までに公表することを見込んでおり、2024年以降も
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必要に応じて追加の教育的資料を開発する予定である。 

 

SASBスタンダードの国際的な適用可能性 

（背景） 

ISSBは、2023年 5月に公開草案「SASBスタンダードの国際的な適用可能性を向上

させるための方法論及び SASBスタンダード・タクソノミのアップデート」（以下、「方

法論の公開草案」という。）を公表した。ISSBは、方法論の公開草案に寄せられたフ

ィードバックを考慮して SASBスタンダードの改訂を行い、気候以外に関連する SASB

スタンダードの修正履歴付き（blackline）文書を 2023年 10月に公表した。 

（今回の会議における主な論点） 

方法論の公開草案に寄せられたフィードバックの概要について説明が行われると

ともに、修正履歴付き（blackline）文書を公表するにあたっての ISSBの対応（方法

論の適用方法を含む。）について説明が行われた。その上で、その内容について意見

交換を行った。 

（主な暫定決定事項） 

ISSBは何も決定を求められなかった。 

（今後の予定） 

SASB スタンダード・ボード・アドバイザリー・グループは、SASB スタンダードに

対する修正を最終化し、ISSBによる承認（ratification）のために当該修正を提示す

る予定である。 

 

以 上  
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別紙 スケジュール 

10月 24日（火） 

時間（予定） アジェンダ項目 

16:30-17:30 GSSBの作業プログラム（2023年～2025年） 

（予定 60分→60分） 

 

10月 25日（水） 

時間（予定） アジェンダ項目 

13:00-14:30 IFRS S1号及び IFRS S2号の導入（implementation）支援－教育的資

料（アジェンダ･ペーパー9） 

（予定 90分→90分） 

14:30-14:45 休憩 

14:45-16:15 SASB スタンダードの国際的な適用可能性－方法論の公開草案につい

てのパブリック・コメント期間の結果（アジェンダ･ペーパー8） 

（予定 90分→50分） 

 

以 上 


